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し 「母茎」の葉が早めに出るQま た主桿と1次分げつ,1次 分げつと2次 分げつの間の差
に比べて2次 分げつと3次 分げつの対応葉の間での差が大きい。 したがって,主稗の葉と
3次分げつの対応葉との間には,大 きな開きを生ずる。また各次分げつ において高節位分げ
つの出現が遅れる傾向が認められる。
2.オ ーチャー ドグラスにおいては,鞘 葉節からの分げつは認められない,ま た前出葉節か
らの分げつは,生 育旺盛な分げつにおいてのみ認められる。




オーチヤー ドグラスの分げ つ出現 と乾物生産
匡.孤 立個体を用いて施肥量水準を無施肥か ら2.5Kg/10α,5Kg/10α,10Kg/iOα
20Kg/ユ0α まで変化 させた場合の分 げつ発生,お よび発生 した各 分げつ が個 体の乾物
重構成 にいかなる関与をす るか について調査 した。(表 一1)
〔D分 げつ の個体当 り発生 数は,施 肥水 準が高いほ ど多 く,こ れを その内容 に立 ち入 って
分 げつ次位か らみれ ば,2次 分 げつの発生数の多少が,ま た分げつ節位の面か らみる と
高節位分げつの増加 の 多 少 が,個 体 当り分げつ数の多少を 支配 している。
qD地 上 部全乾物 重は,施 肥 量水 準の高い区ほ ど大き く,全 乾物中 に占める主桿およ び1
次 分げつ 茎の重量比率 は逆 に施肥 水準の高い区ほ ど低 く,2次 分げつ および3次 分 げつ
による乾 物重増加が,高 い施肥水準での地上部全乾物 重増大 の原 因 となってい る。施肥
量 の少 ない区では,1次 分げつの乾物重は地上 部全乾物 重の50%以 上を 占め てい るが,
施肥 量水 準の上昇 とともに2次 分 げつ重の地上部全乾物 中に占め る割合 が増大 し,1次 分
分げつ のそれを しの ぐよ うにな る。
(m地 上 部全乾物 重の10鋸 ごとの垂 直分布 については,何 れの 区も地 ぎわか ら10磁 ま
での基部の乾物重が最大で上方に向 って減 少す るが,そ の減少の 度合 は多肥 区の方 が少
肥 区よ り著 しい。
2.栽 植密度およ び施肥 量が分 げつ 出現および乾 物生産に及 ぼす彰響
栄養生長段階のオ ーチャー ドグ ラスを用いて,個 体密度を400個 体/m2およ び100個
体/m2,施 肥量水準を10Kg/10α,2.5Kg/10α の2階 級 に してそれ ぞれを組み合
わせて実験を行 った。 その結果は次のよ うに要約 され る。(表 一2,表一3,表一4,表一5)
単位面積 当り茎数は,最:高葉面積指数に達す る以前,す なわち葉が十 分茂 らない うちにほ
ぼ最大値 に達 し,そ れ以後の増加は極めて僅少で ある。 各処理 区間で比較す ると,個 体 当
りでは疎植 区で,ま た多肥 区で茎数が多い,こ れは,1次 高節位,2次 低節位 分げつ増大
に基 づ くもので ある。 また単位面積 当りでは,密 植 区,多 肥 区が多い。 したがって疎 植多
肥状態の 草地では,全 体の茎数は少 ないが,低 節位か ら高節位 まで,低 次位か ら高次位 ま
での多様 な分げつ 構成によって個体群 と しての生産を あげるが,密 植 多肥 条件 下では,茎
数の絶対 量は多いが,そ の分げつ構成の点では低節位,低 次位の分げつ に限 られ るという
著 しい質 的差異 の存在す ることが明 らか とな った。
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分げつ発生がオーチ ャー ドグ ラスの季節生産 に及ぽす 影響
既述の諸章はポ ッ トを用 い,ま たオーチャー ドグラスの生育段階についても,調査,観
察の対象を栄養生長段階のみに限った実験結果についてであったが,そ のなかで明らかとな



























による規則性には乏しく,出現分げつの生長度 も多様であることが明 らかとなった。 した
がって草地群落全体 としての分げつ出現体系を検討する場合,個 体別の次位的,節 位的要
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果,6月 上旬の出穂期に1番刈を行い,8月 上旬以前に2番刈,9月 中旬から下旬にかけ








し,オーチャー ドグラス単播採草地においては,播 種後翌年1番 刈の利用に供される時期
には,お よそ100個 体/m2内外の個体密度が確保されることが望ましい。このような適
正密度が確立されることによって春の生長再開期と初夏の出穂期における1番刈直後の時
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図
図 一1分 けつ各 葉の 出現経過 庄:04月,□5月,△6月
表一1施 肥水準を異に した孤立個体における分げつ次位別,節 位別乾物重
=.= 一一 一 一 『 　 -}} 一.h.一.一 一

















1次 0,159 (13.4)0.38`L(9.句 0,421 (7.5)o.sii (7.7)0,885 (7.9、
2 0,040 (3.4)0,264 (7.1)0,374 (6.7)0,691 (8.4)1,447 (12.の
1
3 0,004 o.i) 0.06 (o。の
計 0,199 (is.s)o.sss (16.の 0,799 (14.の 1,332 (is.i)2,394 ⑫1.3)






2 0,037 a.1)0,352 (s.s)0,472 (8.の 0,813 qo.幻 1.`L51(1L⇒
3 0,004 o.i)0,005 (+) o.ozs (0.3)o.oii (+)
計 0,205 (17.の o.soo (zo.o)1,052 (is.s)1,556 G8.的 2,281 (20.3)　一　 一
i o.isz (13.6)0.4ia Oo.の 0,500 (8.の o.ss7 s.i)0,862 (7.の





計 0,165 04.Φ o.4aa (11.の 0,690 (12.の 1,133 q3.カ 1,525 Q3.の
1 o.iza (10.7)0,403 (io.i)0.57S (10.3)0,693 (8.の 0,923 ,(8.勿
4 2 0,031 (o.の 0,134 z.4)0,297 (3.の 0,357 (3.2)
計 o.i27 ⑳ の 0,431 (10,の 0,712 (iz.7)0,990 (iz.o)1,280 (11.の
1 0.10s (8.の 0,360 s.o)0,505 s.o)0,607 (7.の 0,863 (7.の
5 2 0,009 (o.勿 0,033 (o.s)0,136 (L7) 0ユ74 (Lの
計 o.ios (8.の 0,369 (9,の 0,538 9.s)0,745 (9.① 1,035 (9.の
1 0,073 (6.の 0,269 (6.O 0,429 z.7)0,606 (7.3)0,673 <s.o)
6 2 0,007 o.i)0,007 (+) 0,032 (0.3)
計 0,073 (s.z)0,269 (6.7)0,436 (7.⑳ 0,613 (7.紛 0,705 (6.3)
1 0,013 i.o){},171(4.3)0,223 (a.1)0,378 a.s)0,466 (4.2)
7 2 0,009 o.i)o.oos (+)
計 0,013 1.0)0,171 (4.の 0,223 4.1)0,387 (4.7)0,472 (4.2)
一 一 .山.閲....一....
8 0,058 (1。句 o.izs (2.3)0,289 (3.5)0,202 (1.の




『 一 桿 0,297 (25.1)0,758 (is.o)0,989 σ7.7) i.iis 03.ゆ 1,281
一
ql.の
総 計 1,184(ioo.o)4,OO1(100.の 5,592(ioo.o)8,269(ioo.o)11,217(ioo.o)
主 桿 0,297 (25.1)0,758 (is.o)0,989 (17.の 1,115 03.ゆ 1,281
一
(11.の
1 次 0,806 (ss.o)2,49S (62.の 3,381 ⑯o.の 4,676 (56.5)5,911 (53.0)
2 o.osi (6.の 0,741 (18.5)i.zio ⑫Lの 2,452 @9.の 3,917 ⑬4.の




















































































































































































































刈 取 晶剛 刈 取 後















































































































































































































































































































表 一4XI」取前 のNAR,1、ADと 生産量
{NAR(g/m2/day),LAD(㎡/m2/6days),∠W(g/mう}




















































Σ 2123 74.44 34.33169.00 50.0913884 8738231fi1
平 均 459 }5ユ・ 3.05 3ユ7
表 一5刈 取後のNAR,,LADと 生産量
{NAR(g/m'/day),LAD(m'/m'/Sdays),dW(g/m')}
疎 少 疎 多 密 少 密 多
















Σ 26.4057.55 61ユ9237.16 139954ユ1 70.78131AO













































草丈'乾 物量 葉数 級 分げづ(号草 丈 葉 数
0 rio 1.0 16 出 0 100 15
0-1 137 2.88 13 出 o-i 53 9
1一 ユ 122 1.55 9 A i-1 38 4
i-1-1 58 0.07 5 c 1-3 32 5
X 1-1-2 12 一 4 o-z 82 8
1-2 130 2.69 10 A 2-1 sa 4
X 1-2-4 9 一 3 0-4 85 8
i-3 132 1.72 11 A 0-5 82 8
1-3-1 50 0.12 6 c 0-6 83 8
i-n 123 2.00 12 A s-a 26 4
i-5 125 1.58 ユ1 A 0-7 22 6
X 1-7 17 皿 5 0-8 18 3
o-z 138 2.89 14 出
2-1 128 1.58 9 出
X 2-1-5 12 一 5 注:出 …出穂茎
2-2 100 0.79 9 B A… 出穂茎に準ずる草
2-3 125 1.30 9 A
2-9 1so 1.59 10 丈 を 有 す る 栄 養 生A











3-2 115 1.04 10 B養 生長茎
3-3 120 i.so 9 AG …草 丈10、20魏
3-4 125 1.35 11 A
3-5 105 1.02 i1 Bi程 度の栄養成長茎
〉;<3-6 41 o.oa 6 Gl ※出穂期以後出現伸長 しｰX3-7 34 0.05 6 C
U-4 126 1.55 9 出 た分げつ茎
4-1 55 o.zo 9 c
X 4-4 9 一 3
X 4-5 iz 一 3
0-5 120 1.40 11 出
5-1 32 一 7
0-6 131 1.77 8 出





















































































































































































































































































































































図 一4帯 広 におけ るオ ーチ ャー ドグラスの生 活史 と分 げつ,葉 面
積指数の模式図
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成単位 としての分げつ茎に焦点を合せて,そ の次位的,お よび節位的構成と草地生産性との関係につ
いて,競合問題との関連にもとずいて検討,考察を進めたものである。
著者はまず,オ ーチヤードグラスの分げつ出現体系と各葉出葉期の同調性について孤立個体を用い
て詳細に検討し,播種後一番刈期までの生長期においては各同次分げつ相互間には同伸性が保たれる
が,その後は母茎と分げつの対応葉との間に明かな差を生じ,その差は次位が進むにつれて拡大し,
一番刈期以降の草地においては ,いわゆる片山理論の適用は困難であることを明らかにした。
次いで,実 際の草地に近い状態のもとで,栽植密度及び施肥量を変えて,分げつ出現と乾物生産の
関係を検討し,生殖生長茎及び栄養生長茎の草地利用上における意義を明らかにし,生殖生長茎が,
草地個体群の生産構造上,お よび収量構成の点か ら草地の生産性を担う上で大きな役割を果たしてお
り,一方栄養生長茎は草地の永続性の担い手として重要な:意味をもつことを指摘するとともに,過 度
の密植条件のもとにおける草地の生産性および永続性の低下現象について分げつ面での特異性にもと
ずいて考察を進め,次位的及び節位的に多様な分げつ構成を示めす個体,い いかえれば,連年一番刈
期には多 くの生殖生長茎および生育ステージの異なる多様な栄養生長茎によって構成される個体が草
地個体群内において長期間にわたって生存を維持し,草地の生産性と永続性を支えていることを明 ら
かにした。
以上,本研究は草地の適正密度概念に新たな知見を加えるとともに,実際利用管理面においても重
要な示唆を与えるものであり,著者に農学博士の学位を授与するに充分な価値あるものと認める。
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